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信
濃
川
、
阿
賀
野
川
の
河
口
に
位
置
す
る
新
潟
市
は
、
古
く
か
ら

美
し
い
「
水
の
都
」
と
言
わ
れ
、
堀
が
道
路
と
な
っ
た
今
で
も
、
佐

潟
・
鳥
屋
野
潟
を
は
じ
め
、
豊
か
な
水
辺
の
自
然
が
多
く
残
さ
れ
て

い
ま
す
。
そ
の
一
方
で
、
昨
年
の
８
・
４
、
今
年
の
８
・
12
な
ど
、

こ
れ
ま
で
も
雨
水
に
よ
る
幾
多
の
浸
水
被
害
を
経
験
し
ま
し
た
。

浸
水
の
大
き
な
原
因
の
一
つ
に
は
、
地
形
上
の
問
題
が
あ
り
ま
す
。

平
坦
な
地
が
多
く
、
全
体
面
積
の
約
４
割
が
海
抜
０
�
地
帯
で
あ
る

た
め
、
雨
水
の
河
川
な
ど
へ
の
自
然
排
水
が
困
難
で
す
。
雨
水
を
排

水
す
る
た
め
に
は
、
ポ
ン
プ
に
よ
る
河
川
な
ど
へ
の
強
制
排
水
が
必

要
に
な
り
ま
す
。

そ
の
た
め
、
本
市
で
は
、
早
く
か
ら
雨
水
排
水
事
業
を
開
始
し
て

き
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
平
成
３
年
度
か
ら
は
基
準
を
改
め
、
10
年
に

一
度
の
豪
雨
に
対
応
で
き
る
雨
水
対
策
事
業
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

雨
水
専
用
管
の
整
備
も
そ
の
一
つ
で
す
。
し
か
し
、
昨
年
８
月
４
日
、

新
潟
地
方
気
象
台
が
明
治
19
年
に
観
測
を
始
め
て
以
来
の
豪
雨
に
よ

り
、
市
内
全
域
に
大
き
な
被
害
が
も
た
ら
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
浸
水

被
害
を
教
訓
と
し
て
、「
床
上
浸
水
は
防
ぐ
」
こ
と
を
目
標
に
、
雨
水

排
水
能
力
を
抜
本
的
に
向
上
さ
せ
る
た
め
、
ポ
ン
プ
場
の
増
設
は
も

と
よ
り
、
排
水
先
と
な
る
河
川
の
改
修
計
画
や
排
水
機
場
の
能
力
増

強
な
ど
、
国
・
県
と
一
体
と
な
っ
て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

近
年
は
、
都
市
化
に
よ
る
問
題
も
浮
上
し
て
い
ま
す
。
農
地
（
田

畑
）
や
自
然
地
な
ど
が
宅
地
化
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
自
然
が
持
つ

遊
水
機
能
（
貯
留
機
能
）
が
急
速
に
低
下
し
て
き
て
い
ま
す
。
ま
た
、

道
路
や
駐
車
場
の
舗
装
面
積
も
20
年
間
で
約
３
倍
に
な
る
な
ど
、
土

地
の
不
浸
透
面
積
の
広
が
り
に
よ
り
、
雨
水
が
自
然
に
還か

え

り
に
く
い

状
況
も
あ
り
ま
す
。

こ
の
雨
水
を
公
共
施
設
、
宅
地
内
、
道
路
な
ど
に
浸
透
（
透
水
）

さ
せ
た
り
、
雨
水
を
一
時
貯
留
さ
せ
る
こ
と
で
、
排
水
施
設
へ
の
急

激
な
流
入
を
防
ぐ
仕
組
み
な
ど
も
試
み
て
い
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
、

既
設
の
排
水
施
設
の
負
担
が
軽
減
さ
れ
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
、
恒
久

的
な
雨
水
対
策
だ
け
で
は
な
く
、
さ
ま
ざ
ま
な
観
点
か
ら
総
合
的
な

雨
水
対
策
を
進
め
て
い
ま
す
。

改
め
て
、
本
市
に
お
け
る
雨
水
対
策
の
現
状
と
今
後
に
つ
い
て
、

紹
介
し
ま
す
。

雨水専用管内径最大3.5�

雨水専用管とは、これまでに
整備してきた下水道管の下に新
たに設置する雨水専用の排水管
のことです。大雨の際には、雨
水が既設の下水道管から雨水専
用管に流れ落ちる仕組みになっ
ています。

当初の計画を早め、平成13年度の
完成を目指す雨水専用管「東堀幹線」

新設雨水専用管

既設下水道管

平成11年10月3日
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